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界
的
な
金
融
危
機
が
続
く
中

で
、
金
融
商
品
の
「
時
価
評
価
」

見
直
し
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
一
部
の
金
融
商
品
の
時
価
評
価

を
凍
結
し
、
金
融
機
関
な
ど
が
決
算
期

ご
と
に
損
失
を
計
上
し
な
く
て
も
す
む

よ
う
に
す
る
「
救
済
措
置
」。
グ
ロ
ー
バ

ル
化
し
た
金
融
市
場
の
さ
ら
な
る
混
乱

を
避
け
る
の
が
狙
い
だ
。

危
機
の
震
源
地
、
米
国
で
は
今
年
一

〇
月
に
成
立
し
た
金
融
安
定
化
法
に
、

時
価
会
計
を
一
時
凍
結
す
る
措
置
を
盛

り
込
み
、
米
証
券
取
引
委
員
会
（
S
E

C
）
が
具
体
的
な
運
用
基
準
を
公
表
。

続
い
て
、
欧
州
も
国
際
会
計
基
準
審
議

会
（
I
A
S
B
）
が
時
価
会
計
の
適
用

緩
和
策
を
決
定
し
た
。

日
本
も
企
業
会
計
基
準
委
員
会
（
A

S
B
J
）
が
、
証
券
化
商
品
や
国
債
な

ど
株
式
以
外
の
金
融
商
品
へ
の
時
価
会

計
の
適
用
緩
和
を
決
め
、
欧
米
の
動
き

に
追
随
す
る
形
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
「
時
価
」
見
直
し
策
は
、

（
一
）
流
動
性
の
な
い
金
融
商
品
は
「
時

価
」
を
適
用
せ
ず
、「
簿
価
」
や
経
営
側

の
算
出
し
た
「
理
論
値
」
で
の
評
価
も

認
め
る
（
二
）
金
融
資
産
を
長
期
保
有

す
る
場
合
は
、
時
価
評
価
の
適
用
対
象

か
ら
外
し
、
投
資
有
価
証
券
の
区
分
変

更
を
自
由
に
す
る
―
―
な
ど
だ
。

「
流
動
性
の
な
い
金
融
商
品
」
と
は
、

米
国
の
住
宅
関
連
の
モ
ー
ゲ
ー
ジ
証
券
、

住
宅
ロ
ー
ン
債
権
な
ど
を
複
雑
に
組
み

合
わ
せ
た
証
券
化
商
品
、
生
保
会
社
が

大
量
保
有
す
る
C
D
S
（
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
）
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
金
融
派
生
商
品
を
指
す
。

欧
米
の
住
宅
バ
ブ
ル
の
崩
壊
で
金
融

市
場
が
逆
回
転
し
始
め
た
今
、
こ
れ
ら

の
金
融
商
品
に
「
投
資
」
し
て
い
た
金

融
機
関
の
損
失
は
ま
だ
底
が
見
え
な
い
。

金
融
機
関
が
疲
弊
す
れ
ば
、
世
界
的
な

信
用
収
縮
の
動
き
は
止
ま
ら
な
い
。
だ

か
ら
、
市
場
に
動
揺
を
与
え
る
よ
う
な

「
損
失
」
は
計
上
せ
ず
、「
含
み
損
」
の

ま
ま
で
よ
い
と
い
う
も
の
だ
。

欧
米
は
、
金
融
機
関
の
資
本
増
強
策

と
し
て
公
的
資
金
を
投
入
し
て
い
る
が
、

銀
行
側
の
損
失
が
拡
大
す
れ
ば
、
財
政

負
担
も
増
大
す
る
。
巨
額
の
C
D
S
残

高
を
持
ち
経
営
危
機
に
あ
る
米
A
I
G

に
は
、
資
本
注
入
や
融
資
な
ど
計
一
、

五
〇
〇
億
ド
ル
の
支
援
が
必
要
に
な
っ

た
。「
止
血
」
効
果
の
あ
る
時
価
会
計
緩

和
策
は
、
政
策
当
局
と
し
て
や
む
を
得

な
い
選
択
な
の
だ
ろ
う
。

た
だ
、「
時
価
評
価
」
の
適
用
除
外
は
、

乱
用
す
れ
ば
企
業
会
計
を
ル
ー
ル
な
き

世
界
に
貶
め
る
「
両
刃
の
剣
」
に
も
な

る
。
企
業
会
計
基
準
に
は
「
真
実
、
透

明
、
保
守
」
の
原
則
が
あ
り
、「
時
価
」

会
計
は
企
業
の
保
有
資
産
を
厳
正
に
評

価
す
る
た
め
の
有
効
な
手
段
と
さ
れ
る
。

一
時
的
に
せ
よ
、
そ
の
原
則
を
歪
め

る
こ
と
は
、
結
果
的
に
金
融
機
関
の

「
損
失
処
理
の
先
送
り
」
に
政
策
当
局
が

手
を
貸
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
結

果
、
財
務
状
況
の
不
透
明
化
が
進
み
、

経
営
へ
の
不
信
が
か
え
っ
て
増
幅
す
る

懸
念
も
あ
る
。

確
か
に
、
複
雑
な
仕
組
み
の
証
券
化

商
品
な
ど
は
リ
ス
ク
評
価
が
難
し
い
。

市
場
の
取
引
価
格
は
あ
く
ま
で
目
安
に

す
ぎ
ず
、
い
っ
た
ん
流
動
性
が
枯
渇
す

れ
ば
紙
切
れ
同
然
と
な
る
。
公
正
で
あ

る
べ
き
「
市
場
」
が
育
っ
て
い
な
い
こ

と
も
背
景
に
あ
る
。

し
か
し
、
公
正
な
評
価
（
時
価
）
が

見
え
に
く
く
、
リ
ス
ク
評
価
も
難
し
い

金
融
商
品
が
、
そ
も
そ
も
銀
行
の
投
資

対
象
と
し
て
適
正
な
の
か
ど
う
か
が
ま

ず
問
わ
れ
る
べ
き
だ
。
あ
ま
り
に
複
雑

化
し
た
証
券
化
商
品
の
開
発
・
運
用
規

制
も
含
め
て
議
論
が
必
要
だ
ろ
う
。

金
融
危
機
封
じ
込
め
に
先
進
各
国
は
、

金
融
機
関
へ
の
公
的
資
金
注
入
や
監
視

強
化
に
動
き
出
し
た
。
11
月
の
金
融
サ

ミ
ッ
ト
G
20
で
は
、
危
機
対
応
の
「
行

動
計
画
」
に
金
融
監
督
・
規
制
の
見
直

し
を
掲
げ
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
時
価

評
価
」
の
弾
力
化
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
目
先
の
「
痛
み
」
を
和
ら

げ
る
「
時
価
会
計
」
の
適
用
緩
和
と
、

中
長
期
的
な
金
融
監
督
・
規
制
の
強
化

と
い
う
方
向
に
明
確
な
接
点
は
な
い
。

規
制
強
化
で
あ
れ
ば
、
金
融
機
関
は
リ

ス
ク
管
理
の
徹
底
と
よ
り
厳
格
な
情
報

開
示
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
に
は
「
時

価
」
評
価
が
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
て
い
く

の
か
。
危
機
が
遠
の
け
ば
、
い
っ
た
ん

緩
め
た
「
時
価
」
ル
ー
ル
を
元
へ
戻
せ

る
の
か
ど
う
か
。
市
場
の
目
を
曇
ら
せ

る
「
損
失
隠
し
」
は
、
金
融
機
関
か
ら

見
れ
ば
あ
り
が
た
い
だ
ろ
う
が
、
金
融

危
機
と
不
況
を
長
引
か
せ
る
遠
因
と
も

な
り
か
ね
な
い
。「
時
価
会
計
」
の
前
途

は
危
う
い
。

「
時
価
会
計
」の
前
途
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